
夜

叉

信

仰

の

背

景

高

橋

尭

昭

一羅
什
訳
の
法
華
経
の

「塔
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、

サ
ソ
ス
ク
リ

ッ
ト

本
で
は
、
前
半
は
舎
利
塔
、

法
師
品
以
後
は
法
を
収
め
た
塔
、
即
ち
チ

ヤ
イ
ト
ヤ
堂
と
注
意
深
く
区
別
し
て
い
る
。
私
は
こ
の

「
法
の
塔
」
を

求
め
て
三
十
年
ガ
ソ
ダ

ー
ラ
を
歩
い
て
来
た
が
、

六

・
七
世
紀
の
ギ
ル

ギ
ツ
ト
の
よ
う
な
、
経
典
を
中
に
収
め
た
塔

は
見
出
せ
な
か

っ
た
。
然

し
ス
ワ

ッ
ト
地
方
奥
地
の
ニ
モ
グ
ラ
ム
に
四
世
紀
の
も

の
と
思
わ
れ
る

仏

・
法

・
僧
三
宝

の
三

つ
の
塔
が
並
立
し
て
い
る
遺
跡
に
巡
り
合
う
こ

と
が
出
来
た
。
中
央
の
塔
は
普
通

の
土
饅
頭
形
の
塔
だ
が
、

両
側

の
法

と
僧

の
塔
は
基
壇

の
上
に
建
物
が
乗

っ
て
い
た
基
礎
が
残

っ
て
い
る
。

従

っ
て
、
法

の
塔
は
チ
ヤ
イ
ト
ヤ
堂
で
、
中
に
石
の
台

が

あ

る

か

ら
、
経
典
を
そ
の
上

に
安
置
し
た
と
想
像
し
て
も
、
け

っ
し
て
不
自
然

で
は
な

い
。

私
は
こ
こ
で
思

っ
た
。
浬
葉
や
高
次
の
倫
理
的
生
活
を
求
む
べ
き
僧

院
に
、
生
天
の
利
を
求
め
る
仏
塔
が
入
り
込
み
、
そ
し
て

荘

厳

化

さ

れ
、
更
に

「
チ
ヤ
イ
ト
ヤ
堂
」
に
ま
で
発
展
す

る
。
そ
し
て
、
そ
の
修

業
方
法
も

「
法
を
観
ず
る
」
立
場
か
ら
、
「
信
」
「折
り
」
の
立
場
に
変

っ
て
行
く
原
因
が
那
辺
に
あ
る
だ
か
ろ
う
か
と
。

二

大
般
浬
葉
経

の
言
葉
を
か
り
る
ま
で
も
な
く
、
舎
利
供
養
は
パ
ラ
モ

ソ
居
士
の
在
家
の
人
に
ま
か
せ
ら
れ
て
来
た
の
に
、
い
つ
し
か
僧
も
目

を
向
け
て
来
た
。

在
家
の
居
士
の
仏
教
も

「出
世
間
」
を
建
前
と
し
な
が
ら
、
現
実
に

は
現
世
の
幸
福
を
祈
る
二
重
性
を
持

っ
て
い
た
。
こ
の

「
祈
り
」
の
傾

向
は
出
世
間
を
求
め
、
諦
観
す
る
立
場

の
僧

の
中
で
も
出
て
来
た
。
即

ち
、
法
の
理
解
に
耐
え
ら
れ
る
資
質

の
僧
も
居
れ
ば
、
悟
ら
ん
と
す
れ

ば
す
る
程
、
悟
り
か
ら
程
遠

い
自
己
を
見
出
す
僧
も
い
た
。
こ
う
し
た

僧
達
は
自
然
に
仏
塔
崇
拝
に
心
を
よ
せ
、
僧
院
と
塔
と
が
並
立
す
る
よ

う
に
な

っ
て
行

っ
た
。

そ
も
そ
も
釈
尊
亡
き
後
、
舎
利
を
収
め
た
塔

は
、
最
初
は
単
な
る
土

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第
二
號
 
平
成
元
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三
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七
四

饅
頭
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
然
し
時
代
を
経
て
来
る
と
、
過
去
の
記
憶

は

美
化
さ
れ
る
と
い
う
人
情
の
機
微
か
ら
、
噴
墓
は
益
々
荘
厳
化
さ
れ
、

追
憶
記
念

の
も
の
か
ら
、
塔
自
体
が

「
超
越
者
」

の
象
徴
と
し
て
拝
ま

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
従

っ
て
僧
達
も
無
関
心
で
は
い
ら
れ

な
く

な

り
、
サ
ソ
チ
ー
大
塔
の
奉
献
銘
に
、
あ

の
よ
う
に
多
数
の
僧
尼
の
名
前

が
残
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
来
た
。

従

っ
て
、
ガ
ソ
ダ
ー
ラ
の
寺
々
の
如
く
、
僧
院

の
傍
に
塔
を
建
て
ざ

る
を
得
ず
、
然
も
そ
の
塔
は
何
重
に
も
増
巾
を
重
ね
、
又
何
重
に
も
基

壇
を
重
ね
、
あ
ま
つ
さ
え
塔
身
自
体
高
く
な
り
、
そ

の
ス
ペ
ー
ス
に
仏

像
や
彫
刻
が
は
め
こ
ま
れ
て
、
僧
院
以
上
に
荘
厳
化
さ
れ
て
来
た
。

(1
)

例
え
ば
、

タ
キ
シ
ラ
の
カ
ラ
ワ
ソ
や
ギ
リ
で
、
僧
院
か
ら

一
段
と
下

っ
た
所
に
塔
を
建
て
、
直
接
町
か
ら
人

々
が
参
詣
出
来
、
然
も
僧
院
の

生
活
を
妨
げ
な
い
よ
う
控
え
目
に
建
て
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
逆
に
増

巾
荘
厳
さ
れ
、
ジ
ヤ
マ
ー
ル
ガ
リ

・
メ
ハ
サ
ソ
ダ

・
タ
フ
ト

・
イ

・
バ

ー
イ
の
よ
う
に
塔
や
奉
献
塔
の
群
が
僧
院
の
上
に
出
来
、
主
客
が
顯
倒

す
る
か
の
様
相
を
呈
す
る
。

三

然
ら
ば
、

こ
の
よ
う
に
塔
が
荘
厳
化
さ
れ
、
「祈
り
」
「信
」
の
方
向

に
進
ん
で
行
く
の
は
、
ど
こ
に
淵
源
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
こ
れ

を
古
代
イ
ソ
ド
の
社
会
生
活
、
そ
こ
か
ら
生
れ
た
樹
神
夜
叉
信
仰
に
求

め
た
い
。

法
華
経
の
見
宝
塔
品
に
、
宝
塔
を
開
く
際
、

十
方

の
分
身
の
諸
仏
を

将
来
め
し
め
る
為
、
宝
塔
の
ま
わ
り
を
整
地
、
無
数

の
樹

々
に
夫

々
宝

座
を
作

っ
た
と
か
、
又
チ
ベ
ッ
ト
の
タ
ソ
ガ
仁
、

一
本
の
樹
の
無
数
の

枝

の
夫

々
に
諸
仏
が
坐
し
、
又
北
魏
等

の
彫
刻

に
無
数

の
枝
の
夫

々
仁

仏

の
坐
す
る
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
樹
が
大
地

の
生
命
力
の
表
現
と
し

て
、
不
可
思
議
な
力
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た

考
え
方
は
遠
く
イ
ソ
ダ
ス
文
明
に
湖
る
。

即
ち
モ
エ
ソ
ジ

ョ
ダ
ロ
の
印
章
に
、
ア
シ
ュ
バ
ッ
タ
樹

の
間
に
髪
を

長
く
垂
ら
し
た
裸
の
女
が
立
ち
、
ハ
ラ
ッ
パ
ー

の
印
章
に
、枝
垂
れ
柳
の

絵
や
、
逆
立
ち
し
た
女
の
股
か
ら
植
物
が
繁
茂

し
て
い
る
の
も
あ
る
。

特
に
バ
ー
ル
フ
ッ
ト
等
の
彫
刻
に
、
四
角
な
石

の
台
座
上
の
大
木
に
、

猿
や
鹿
が
礼
拝
し
て
い
る
も
の
や
、
象
が
二
頭
樹
に
向

っ
て
礼
拝
灌
頂

す
る
図
、
又
、
樹
か
ら
手
が
出
て
釈
尊
を
招
き
、

お
茶

の
ポ

ッ
ト
や
カ

ッ
プ
を
持

っ
た
手
の
出
る
彫
刻
が
あ
る
。

こ
う
し
た
樹
の
彫
刻
の
最
大
な
の
が
、

カ
ル
カ
ッ
タ
博
に
あ
る
ベ
ス

(2
)

ナ
ガ
ル
出
土
の

「
劫
樹
」
で
あ
る
。
樹

の
下
に
置
か
れ
た
壷
か
ら
、
濫

れ
出
る
穀
物
、
そ
し
て
、
枝
か
ら
ぶ
ら
下

っ
た
巾
着
等
。
樹
が
大
地
の

生
命
力
の
表
現
と
し
て
豊
穰
と
如
何
に
深
く
か
か
わ

っ
て
い
た
が
示
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
最
も
完
成
さ
れ
た
の
が
、
バ
ー
フ
ッ
ト
や
マ
ト
ゥ
ー
ラ
の
樹
に

手
足
を
か
ら
ま
せ
、
枝
を
に
ぎ

っ
た
豊
満
な
肉
体
を
も

つ
ヤ
ク
シ
ー
像

で
あ
る
。
然
も
そ
の
女
神

の
立

つ
台
座
が
象
や
牛
の
頭
で
、
魚
の
尾
を
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も
つ
マ
カ

ラ
で
あ

っ
た
り
、
蓮
華
の
花
や
樹

の
よ
う
な
茎
に
か
こ
ま
れ

た
像
も
多
く
、
共
に
同
じ
意
味
を
も

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四

こ
う
し
た
樹
神
夜
叉
崇
拝
の
名
残
り
が
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
中
に
沢
山
残

さ
れ
て

い
る
。
特
に
釈
尊
自
身
が

「
か
つ
て
樹
神
で
あ

っ
た
時
」
と
い

う
表
現
で
。
そ
の
樹
の
種
類
と
し
て
は
、
(
1
)ニグ

ロ
ー
ダ

が

一
番

多

く
、
(ジ
ャ
ー
タ
カ

"以
下
J
."
一
九
・
三
五
三
・
四
四
五
・
四
六
五
・
四
九

三
・
五
〇
九
・
五
三
七
)
(
2
)
菩

提

樹

(
J
.五〇
・
四
七
九
.
五
二
七
)
(
3
)
渉

羅
樹

(
J
.七四
・
四

一
八
・
四
六
五
)
(
4
)
箆

麻

樹

(
工
一
〇
九

.
二
九
五
)

(5
)ル
チ

ャ
樹

(
J
.二

二
)
(
6
)パ
ラ
ー

サ
樹

(
J
.三〇
七
)
(
7
)
綿
樹

(
J
.

四
二
一
)
(
8
)
奄
羅
樹

(
J
.
四
七
四
)
(
9
)
多
羅

樹

(
J
.四〇
一
)
(
1
0
)

鎮

頭

迦

樹

(
J
.
五
二
〇
)
(
1
1
)

維
婆
樹

(
J
.三
一
一
)
(
1
2
)

「樹
神
」
と
あ
り
名
前

が

固
定
さ
れ
な

い
も

の
、
(
J
.五五
・
一
〇
五
・
一
二

二
・
二
二
九
・
二
〇
五

・
二
五
七
・
三
七
〇
・
四
一
九
・
四
七
五
)
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
樹
の
種
類
に
区
別
が
あ
る
。

こ
れ
を
裏
書
き
す
る
よ
う

に
、
サ
ソ
チ
ー
大
塔
の
ト
ラ
ー
ナ
の
梁

に
、
七
本
の
樹
や
四
本
の
樹
と

(3
)

三
つ
の
塔

で
、
夫

々
過
去
七
仏
を
示
す
彫
刻
が
あ
る
。
夫
々
の
樹
は
実

に
綿
密
に
、
そ

の
枝
や
葉

の
特
徴
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
そ

の
属
す
る
種
族
が
異

っ
た
樹
を
信
仰
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

礼
雀
王
呪
経

の
二
百
に
近

い
別

々
の
夜
叉
が
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
守
護

神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
と
い
う
記
事
が
こ
の
別
々
の
樹
と
対
応
す

る
。
従

っ
て
、
夫
々
の
種
族
が
別

々
の
樹
を
、
そ
し
て
そ
の
樹

の
神
、

即
ち
夜
叉
を
信
仰
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

工
五
三
七
に

「
樹
神
に
願
望

の
成
就
を
感
謝

し
て
、
村
を
建
設
さ
せ

多
く
の
家
族
を
住
わ
せ
た
。
村
は
大
き
く
な
っ
て
八
万
ば
か
り
の
商
店

が
軒
を
並
べ
た
。
彼
の
根
本
の
枝

の
ひ
ろ
が
る
限
り
の
土
地
は
平
ら
に

し
て
、そ

の
周
園
は
欄
楯
を
作
り
、門
や
扉
を
つ
け
た
。
そ

の
村
は
鬼
が

調
伏
さ
れ
た
こ
と
か
ら
カ
ソ
マ
ー
サ
ダ

ン
マ
町

と
い
う
名
が
生
じ
た
」

と
あ
る
か
ら
、
樹
神
・
夜
叉
が
古
代
イ
ソ
ド
社
会
の
中
心
で
あ

っ
た
か

が
わ
か
る
。

私
が
樹
の
種
類
を

一
々
列
記
し
た
の
は
、
前

述
の
如
く
、

こ
れ
ら
の

樹

々
が
、
恰
も
ト
ー
テ
ム
樹
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
た

め
で
あ
る
。
従

っ
て
祈
願
の
種
類
や
方
法
、
特

に
そ
の
お
供
え
、
即
ち

犠
牲
等
が
当
然
異

っ
て
来
る
。

即
ち
、
願
望
と
し
て
は
、
(
1
)
男
子
娘
等
の
子
供
名
与
財
産
諸

願

(
J
.

五
〇

・
一
〇
九

・
一
九
三
・
三
〇
七
・
五
〇
九
・
五
三
七
)
(
2
)
旅

行

の
安

全

(
J
.一九
・
二
五
七
)
(
3
)
願
ほ
ど
き
感

謝

(
J
.二

三

・
二

一
一
・
四

一

九
・
五
三
七
)
等

で
あ
る
が
、
問
題
な
の
は
、
祈
願
の
た
め
の
お
供
え
、

即
ち
犠
牲
で

あ

る
。
(
a
)
動
物

(山
羊
・
羊
.
鶏

.
豚
)
(
J
.一八

・
一
九

・

五
〇
・
七
七
・
一
二
二
・
三
四
七
・
三
九
八
・
四
一
八
・
四
五
九
・
四
八

一
)

(b
)花
香
灯
火
植

物

(
J
.
七
七

・
二
〇
九

・
三
〇
七

・
五
六
五
・
四
七
九
)
(
c
)

魚
肉

(
J
.二
二
・
一
四
六
)
(
d
)
乳
酪
飯
米

(
J
.一
〇
九
・

二
四
六
)
(
e
)
人
肉

(J
.三
五
三
・
三
九
八
・
五
三
七
・
五
四
六
)
(
f
)
お
金
、
千
金
に
価

い
す
る

夜
叉
信
仰
の
背
景

(高

橋
)
 

七
五
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七
六

供
物
も
含
む

(
J
.五〇
九
・
五
二
〇

・
五
二
七
)
(
g
)
讃
歎
供
養

(
J
.二
二
一

・
四
二
九

・
五
三
七
)
等
で
あ
る
。

特
に
動
物
の
犠
牲
が

一
番
多

い
。
仏
教
は
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
を

建
前
と
し
な
が
ら
も
、
工
四
五
九

「水
本
生
」

の
如
く
、
地
主
の
口
を

か
り
て
、
「動
物
の
犠
牲
は
お
前
達
の
習
慣
に
従

っ
て
よ
い
」
と

の
現

実
妥
協
を

は
か
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
程
、
仏
教
以
前
の
社
会
で
は
動

物
の
犠
牲
が

二
般
的
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
否
、
現
在
猶
、
依
然
と

し
て
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
む
し
ろ
仏
教
の
方
が
イ
ソ
ド
で
は
特
異
な

存
在
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

ま
ち

従

っ
て
、
工
三
五
三
の

「
樹
の
ま
わ
り
に
縁
を
作

っ
て
、
五
指
の
深

さ
に
血
を
た
め
、
千
人
の
王
の
眼
を
え
ぐ
り
、
腹
を
さ
い
て
、
甘
い
肉

で
樹

の
幹
を
ま
く
」
等
の
棲
惨
な
も
の
ま
で
あ

っ
て
、
当
時

の
社
会
の

状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

五

そ
も
そ
も
聖
樹
信
仰
は
、
そ
の
木

の
精
た
る
ヤ
ク
シ
ー
信
仰
に
連
ら

(4
)

な
る
。
こ
こ
に
ユ
ニ
ー
ク
な
像
が

マ
ト
ゥ
ー
ラ
博
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。

表
か
ら
見

る
と
豊
満
な
美
し
い
ヤ
ク
シ
ー
だ
が
、
裏
は
樹
と
蓮
の
花
で

聖
樹
と
夜
叉
の
表
裏

一
体
図
で
あ
る
。
恰
も
バ
ー
ル
フ
ッ
ト
や
マ
ト
ゥ

ー
ラ
で
、
樹
を
に
ぎ

っ
て
い
る
女
神
像
と
規
を

一
に
す
る
。
い
は
ば
聖

樹
の
持

っ
生
命
力
そ
の
も
の
を
、
人
格
化
し
た
も
の
の
典
型
で
、
聖
樹

イ
コ
ー
ル
夜
叉
の
構
図
が
そ
こ
に
示
さ
れ
い
て
い
る
。

更
に
ジ
ヤ
ー
タ
カ
で
は
、
こ
の
聖
樹
の
有
様
が
、
現
在

の
ス
ト
ゥ
ー

パ
の
状
況
そ
の
ま
ま
に
描
が
か
れ
て
い
る
。
即

ち
工
三
〇
五
、
パ
ラ
ー

サ
本
生
に

「
樹
の
根
本
を
平
ら
か
に
し
、
草
を
抜
き
、
ま
わ
り
に
垣
を

結
び
、
砂
を
ま
い
て
掃
き
清
め
、
五
指
量
の
香
を
供
養
し
、
花
環
香
薫

香
を
供
養
し
、
灯
火
を
点
じ
て
樹
の
ま
わ
り
を
右
纏
」
と
か
、
工
四
七

九
迦
陵
識
王
菩
提
樹
供
養
本
生
に

「
諸
仏
の
勝
座
、
大
地
の
騰
た
る
大

菩
提
座
を
認
め
、
王
の

"
カ
リ
ー
サ
"
ば
か
り

の
広
さ
を
限

っ
て
、
兎

の
髪
程
の
草
も
生
え
て
居
ら
ず
、
銀
の
板
の
よ
う
に
真
白
く
輝
く
砂
が

一
面
に
撒
か
れ
て
あ

っ
た
。
然
も
そ
の
周
囲

二
面
に
に
雑
草
や
蔓
草
や

森
に
生
え
る
大
樹
な
ど
が
生
い
茂

っ
て
、
恰
も
菩
提
座
を
右
纏
す
る
よ

う
な
形
を
し
、
且
つ
又
菩
提
座
の
方
向
を
向
い
て
い
た
」
、
又
工
五
〇

・

四
七
九

・
五
三
七
等

の
記
述
に
よ

っ
て
も
そ
の
構
造
や
右
続
等
礼
拝
方

式
も

ス
ト
ゥ
ー
パ
と
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

即
ち
か
つ
て
あ

っ
た
樹
神

・
夜
叉
信
仰
を
踏
襲
し
て
、
釈
尊

の
舎
利

を
安
置
す
る
ス
ト
ゥ
ー
パ
も
、

そ
の
供
物
も

(
仏
教
は
不
殺
生
を
原
則
と

す
る
が
)
、礼
拝
様
式
も
伝
統

に
従

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

六

南
伝
の
因
縁
物
語
に
、
「
ウ
ル
ベ
ー
ラ
の
セ
ー
ナ
ー

二
の
資
産

者

セ

ー
ナ
ー
二
の
娘

ス
ジ
ャ
ー
タ
は
、
彼
女

の
下
女
が
釈
尊
を
見
て
、
樹
神

を
見
違

っ
て
知
ら
せ
た
の
で
、
仏
陀
な
る
樹
神

を
供
養
し
た
」
と
あ
る

よ
う
に
、
仏
陀
と
樹
神

・
夜
叉
と
の
関
係
は
深

い
。
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特

に
仏

伝

か
ら

見

る

と
、

仏

母

マ

ハ
ー

マ
ー

ヤ

は

ル

ソ
ミ
デ

ィ
ー

と

(
5
)

い
う
地
母
神
の
池
で
湯
あ
み
し
、

サ
ー
ラ
樹
に
祈

っ
て
、
枝
に
手
を
か

け
る
と
釈
尊
が
生
れ
た
。
為

に
宮
参
り
に
夜
叉
に
ぬ
か
ず
く
と
、
夜
叉

(6
)

の
方
が
逆

に
ひ
れ
伏
し
、
彼

こ
そ

「神

の
中
の
神
」
と
言
う
た
の
で
、

子
供
は

「
D
e
v
a
t
i
-
D
e
v
a
」

と
言
わ
れ
た
と
あ
り
、
又
後
年
釈
尊
が
菩

提
樹
下
で
悟
り
、
沙
羅
双
樹

の
下
で
入
滅
し
た
と
い
う
の
も
、
将
た
又

バ
イ
シ
ャ
リ
ー
で
釈
尊
に
奉
げ
ら
れ
た

C
ap
a
la
 
C
a
i
t
y
a

や

S
p
a
t
a
t
i
-

(7
)

tth
a
 C
a
i
t
y
a
も
バ

ニ
ヤ
ソ
の
樹
神

の
い
た
所
。
又
入
滅

の
沙
羅
双
樹

も
、
か
つ
て
夜
叉
の
住
ん
で
い
た
所
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
等
々
、

釈
尊
と
樹
神

・
夜
叉
と
の
関
係
は
極
め
て
深
い
。

工
四
九

三
に

「
舎
衛
城
の
商
人
達
が
商
売
に
出
か
け
る
時
、
仏
に
多

く

の
布
施
を
し
、
帰
依
と
戒
を
守
る
こ
と
を
約
し
、
『
大
徳
も
し

無

病

息
災
に
帰

っ
た
ら
、
世
尊

の
御
足

に
礼
拝
し
ま
す
』
と

(出
か
け
)
、
旅

行
中
に
一
樹
神
に
…
…
水

や
飲
物
…
…
を

恵
ぐ
ま
れ
、
救
わ
れ
た
上
、

財
宝
を
得

て
無
事
に
帰

っ
て
来
る
と
、
香
や
花
環
を
手
に
し
て
尊
師
を

敬

っ
て
、
翌
日
に
大
布
施
を
し

『
そ
の
功
徳
を
財
宝
を
与
え
て
く
れ
た

樹
神
に
回
向
し
よ
う
』
と
功
徳
を
回
向
し
た
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
工

一

九
と
同
じ
く
、
釈
尊
が
樹
神
夜
叉
と
同

一
視
さ
れ
て
来
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。

か
く
て
、
聖
樹
イ
コ
ー
ル
夜
叉
、
更
に
イ

コ
ー
ル
釈
尊
と
な
る
。
従

っ
て
釈
尊

の
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
容
易
に
舎
利
塔

の
限
界
を
超
え
て
、
大
地

の
生
命
力
、
我
々
を
し
て
か
く
あ
ら
し
め
る
超
越
者
と
な

っ
て
行
く
。

七

か
く
て
、
仏
塔
は
ど
ん
ど
ん
荘
厳
化
さ
れ
、

ガ
ソ
ダ
ー
ラ
の
山
々
を

覆
い
つ
く
す
よ
う
に
な
る
。
特
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ソ
の
チ
ヤ
リ
カ
ル
郊

外
の
ト
ー
プ
ダ
ラ
大
塔

の
如
く
、
塔
の
基
壇
が
何
重
に
も
な
り
、
そ
れ

が
仏
菩
薩

の
彫
刻
で
荘
厳
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
塔
身
自
体
に
も
ベ

ル
ト
状
に
仏
像
が
並
び
、
そ

の
上
の
三
葉
の
仏
寵
仁
、
主
仏
を
中
心
と

し
た
三
尊
仏
が
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
な
る
と
、
単
な
る
仏
の

舎
利
塔

の
域
を
超
え
て
、
十
方
の
諸
仏
を
収
め
た

マ
ン
ダ
ラ
の
よ
う
な

も
の
に
意
識
は
変

っ
て
行
く
。

こ
う
し
た
傾
向

は
カ
ブ
ー
ル
南
方

の
グ

ル
ー
ダ
ラ
の
仏
塔
、

又
タ
キ
シ
ラ
の
ジ
ャ
ウ
リ
ヤ
ソ
や
カ
ニ
シ
カ
の
夏

の
都
カ
ピ
シ
周
辺

の
寺

の
奉
献
小
塔
で
も
う
か
が
わ
れ
る
。

然
も
仏
塔
が
、

か
く
荘
厳
化
さ
れ
る
と
同
時

に
、
チ
ヤ
イ
ト
ヤ
堂
が

作
ら
れ
て
来
る
。

一
般
に
は
、
未
だ
は
っ
き
り
と
、
「法
」
を
収

め

た

も
の
ま
で
に
は
至
ら
な
い
が
、
仏
塔
や
仏
像
を
中
に
収
め
た
も

の
が
多

く
出
て
来
て
、
時
代
と
共
に
多
く
な
る
。

こ
れ
は
八
千
頸
般
若
経
や
法
華
経
等

に
対
応
す
る
。
即

ち
前

者

に

「
供
養
さ
る
べ
き
、
完
全
に
悟

っ
た
如
来
達

の
全
知
者
性
は
知
慧

の
完

成
か
ら
生
じ
た
も
の
。
こ
の
知
慧

の
完
成
を
書
物
に
し
、
安
置
し
、
花

(
8
)

や
旗
灯
明
で
恭
敬
し
」
と
か
、
後
者

の

「
舎
利

を
安
ん
ず

る

に

及

ば

(9
)

ず
、
法
を
…
…
」

と
い
う
立
場
に
通
ず
る
。
法

と
は

「
縁
起
の
総
体
」
、

我

々
を
そ
こ
に
あ
ら
し
め
て
い
る

「超
越
的
存
在
」
で
あ
る
。

夜
叉
信
仰
の
背
景

(高

橋
)
 

七
七
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夜
叉
信
仰
の
背
景

(高

橋
)
 

七
八

然
も

こ
の
よ
う
な
超
越
的
存
在

へ
の
対
応
は

「
信
」
で
あ
る
。
原
始

小
乗
仏
教

の
諦
観

・
観
想
の
立
場

か

ら
、
「大
い
な
る
も
の
」
に

「祈

り
」
「
随
順
す
る
」
こ
と

へ
の
移
行
で
あ

っ
た
。

ジ
ャ
ー
タ
カ
の
中
で
は
、
こ
れ
程
徹
底
し
た
表
現
は
見

当

ら

な

い

が
、
そ
れ

へ
の
道
程
が
ジ
ャ
ー
タ
ヵ
の
言
葉
の
裏
面
に
よ
み
と
れ
る
よ

う
に
思
え
る
。
例
え
ば
、
エ
五
〇
六
に

「
竜
が
、
大
道

の
傍
の
蟻
塚
の

頂
に
立

っ
て
、
『
私
の
皮
等
の
欲
し

い
も
の
は
、
そ
れ
ら
を
と
れ
。
私

を
芸
す
る
蛇
に
し
よ
う
と
欲
す
る
も
の
は
、
そ
れ
に
与
え
よ
う
』
と
い

っ
て
身
体

を
無
条
件
の
施
物
と
し
て
、
身
を
投
げ
出
し
て
、
と
ぐ
ろ
を

巻
い
て
布
薩
会
を
守

っ
た
。
」
と
あ
る
。

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
自
己
を
捨
て
て
、
す
べ
て
に
献
げ
る

「
信
」
の
道
で
あ
り
、
犠
牲
か
ら
布
施
の
行

へ
の
飛

躍

で

あ

る
。
然

も
、
そ
の
布
施
の
行
の
う
ち
で
、
「
人
々
の
こ
の
摩
詞
薩
を
信

じ

て
」

と
い
う

「
信
」
こ
そ
最
上

の
供
え
も
の
で
あ
る
と
い
う
重
大
事
を
示
唆

し
て
い
る
。

然
も
、
与
え
ら
れ
る
も

の
は
、
人
間
の
側
か
ら
の
求
め
で
は
な
く
、

超
越
者
の
側
か
ら
御
手
を
垂
れ
る
。
J
.
一
〇
九
に

「
貧
し
い
男
が
駄
菓

子
と

一
杯

の
水
を
供
え
た
が
、
供
え
も
の
が
、
余
り
に
も
貧
し
い
の
で

躊
躇

し
て

い
る
と
、
『
お
前
は
思
を
知
り
、
恵
み

深

い
も
の
に
供
養
し

た
の
で
』

と
、
樹
神
の
方
か
ら
声
を
か
け
て
く
れ
、
樹
の
下
の
宝
の
瓶

を
掘
り
起
さ
せ
て
く
れ
た
」
と
あ
り
、
又
工
三
〇
七
に
も
同
じ
表
現
が

あ
る
。

こ
れ
ら
に
は

二
見
、
見
返
り
を
求
め
る

「
交
換
儀
礼
」
の
根
跡
が
見

ら
れ
る
が
、
「樹
神
の
方
か
ら
」
手
を
さ
し
の
べ
て

い

る
所
が
注
目
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
大
乗
で
自
覚
的
に
な
る

「
仏
の
誓
願
」

の
萌
芽
を

こ
瓦
に
見
る
。八

サ
ソ
チ
ー
の
ト
ラ
ー
ナ
に
彫
ら
れ
た
七
仏
道
樹
に
、
樹
の
特
徴
が
細

か
く
描
が
か
れ
、
過
去
七
仏

の
そ
れ
ぞ
れ
を
示
し
、
且
つ
又
そ
の
属
す

る
種
族
の
樹
を
表
わ
し
て
い
る
こ
と
は
概
に
書

い
た
。
こ
う
し
た
種
族

で
は
、
生
活
は
聖
樹
と

一
体
で
あ
り
、
樹
神
夜

叉
の
存
在
は
彼
等
の
生

活
全
般
に
と

っ
て
前
提
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ヤ
ー
タ
ヵ
の
中
で
は
、
未
だ

交
換
儀
礼
の
よ
う
に
描
が
か
れ
て
は
居
る
が
、

夫

々
の
種
族
仁
と

っ
て

は
、
そ
れ
が
生
そ
の
も
の
の
前
提
、
種
族
社
会

に
と
っ
て
厳
然
た
る
事

実
で
あ
る
。
彼
等
が
生
れ
る
以
前
か
ら
、
否
彼
等
が
生
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
そ
う
し
た
大
前
提

の
上
に
生
を
享
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

従

っ
て
、
そ
れ

へ
の

「信
」
は
す
べ
て
に
優
先

さ
れ
る
。

従

っ
て
動
物

の
犠
牲
を
供
え
た
か
ら
願
望
が
成
就
し
た

の

で

は
な

く
、
願
望
の
成
就
は

「信
」

の
結
果
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
点
、
我
々
現

代
人
の
信
仰

の
立
場
か
ら
推
し
計

っ
て
は
な
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
現
代
人
の
信
仰
は

「今
日
は
観
音
の
寺
、
明
日
は
鬼
子

母
神
の
祠
に
願
望
成
就
」
を
祈
る
等
、
功
利
的
な
信
仰
が
多

い
、
こ
れ

と
違

っ
て
彼
等
に
と

っ
て
は
樹
神

・
夜
叉
の
存
在
、
そ
れ

へ
の
信
は
生
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存

の
大
前
提
、
否
、
す
べ
て
で
あ

っ
た
。
前
述

の
釈
尊
が

生

れ

る

の

に
、

マ
ハ
ー
マ
ー
ヤ
が
聖
樹
の
枝
を
に
ぎ
り
、
又
宮
参
り
に
夜
叉
の
祠

に
詣
て
た
こ
と
が
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。

九

か
く
、

ス
ト
ゥ
ー
パ
信
仰
は
樹
神
信
仰
の
土
壌
の
上
に
立

っ
て
い
た

為

に
仏
舎
利
の
塔
は
容
易
に
大
地
の
生
命
力
の
発
現
た
る
樹
神

・
大
地

母
神
の
よ
う
に
、
超
越
者
に
発
展
し

て
行

っ
た
。
従

っ
て
、
そ

れ

は

「
法
」
の
塔
、
即
ち

「
縁
起
の
総
体
、
宇
宙

の
理
法
」

の
塔
に
発
展
し
、

荘
厳
化
さ
れ
る
と
共
に
、
又

一
方
で

「
法
」
を
収
め
た
チ
ヤ
イ
ト
ヤ
堂

に
移
り
行
く
。

こ
う
し
て
ギ
ル
ギ

ヅ
ト
の
法
を
収
め
た
塔
に
な

っ
て
行

く
。

ニ
モ
グ
ラ
ム
の
仏
法
僧
三
宝
の
塔
は
、

こ
れ

へ
の
過
渡
的
な
も

の

で
あ
ろ
う
。

然
し
て
、
塔
を
か
く
深
化
さ
せ
て
行

っ
た
樹
神

・
夜
叉
信
仰

の
原
動

力
は
何

で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
ジ
ヤ
ー
タ
カ
四
七
九
や

マ
ハ
ー
バ
ソ
サ

ー
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
「大
菩
提
樹
」
や

「
ス
ト
ゥ
ー

パ
」
を

建
て
る
時
に
は
、
そ
の
底
中
央
に
、
「
水
を
満
た
し
た
金
銀
の
壷

が

置

か
る
べ
き

で
あ
る
」
と
い

っ
て
い
る
よ

う

に
、
「
水
を
中
心
と
す
る
」

モ
ン
ス
ー

ソ
・
イ
ン
ド
の
風
土
に
根
ざ
す
、
大
地
の
生
命
力
大
地
母
神

へ
の
信
仰

で
あ
り
、
又
こ
れ
と
共
に
生
き
た
古
代
種
族
社
会
の
生
活
そ

の
も
の
で
あ

っ
た
。
然
し
、
そ
れ
に
関
し
て
は
次

の
発
表
の
機
会
を
ま

ち
た
い
。

大
部
分
割
愛

1
 

M
a
r
sh
a
l
l
,
 
T
a
x
i
l
l
a
 
I
I
I
,
 
p
l
a
t
e
 
8
2

2
 

カ

ル
カ

ッ
タ
博
物
館

入
口
、

ロ
ビ

ー
中
央

仁
安
置

3
 

M
ar
sh
a
ll
,
 
M
o
n
u
n
e
n
t
 
o
f
 
S
a
n
c
h
i
 
P
L
.
 
X
V

4
 

シ
ル
ク
ロ
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